Ultraviolet radiation transfer in dusty primordial galaxies by 矢島 秀伸 & Yajima Hidenobu
Ultraviolet radiation transfer in dusty
primordial galaxies
著者 矢島 秀伸
内容記述 Thesis (Ph. D. in Physics)--University of






































学 位 の 種 類 博　　士（物 理 学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　5269　号
学位授与年月日 平成 22 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 数理物質科学研究科
学位論文題目 Ultraviolet Radiation Transfer in Dusty Primordial Galaxies
（ダスト形成中の原始銀河における紫外線輻射輸送）
主　査 筑波大学教授 理学博士 中　井　直　正
副　査 筑波大学教授 理学博士 梅　村　雅　之
副　査 筑波大学准教授 博士（理学） 森　　　正　夫
副　査 東京大学准教授 PhD 吉　田　直　紀
【118】
280
化していく事を示した。そして 850 µmにおけるフラックスの総量は約 0.3mJyと近年のライマンブレイク銀
河におけるサブミリ波とよく一致している事が分かった。
　さらに、銀河内に電離されずに残る中性水素は Damped Lyman Alpha systems（DLAs）と呼ばれるクエーサー






て SDSS観測による柱密度分布を再現する事が分かった。そして総質量が 10 の 10 乗から 11 乗太陽質量の
ハローが赤方偏移 3における DLAsの約 70％を担っている事を示した。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　近年の観測により、赤方偏移約 1100 で一度中性化を迎えた宇宙は、その後再び電離状態へと引き戻され、
現在まで高度に電離した状態を維持している事が明らかとなっているが、宇宙再電離史や電離源について詳
細は解明されていない。これまでの研究では、銀河の電離光子脱出確率の不正確さが解析を困難にしていた。
本論文では正確な 3次元輻射輸送計算によって電離光子脱出確率に関する詳細な解析を行い、どのような原
始銀河が宇宙再電離に寄与することが可能であるかを明らかにした。この結果は、宇宙再電離史の解明にお
いて重要な知見を与えるものであり、その学術的価値は高く評価される。
　よって、著者は博士（物理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
